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①速暖
従来の予熱時間（約９０秒）をセラミックストーブで3秒温風。

点火までの不快感をゼロにします。

②ハイパワー運転
石油暖房（３.２Ｋｗ）+電気暖房（０.８Ｋｗ）で４.０Ｋｗを引き出し

よりコンパクトでハイパワー運転を実現。

④油切れ時対応

不意の油切れに対応するため
給油カウントダウンが終了し
灯油暖房消火後、
自動的に800Ｗのセラミック

ヒーターをＯＮし給油までの
暖房を補助する。

⑤先進デザイン

黒ベースにブルーを合わせたＨＹＢＲＩＤをイメージさせる操作部デザインを採用し、
かつ機能をアイコン化することにより売場で購買層の目を引く。

⑥使用頻度の増加

従来の石油暖房に加えセラミックヒーター単独運転も可能とするため、
暖房能力の幅が広がり、秋の終わりから春先まで１つの暖房機で対応できる。
また、就寝時にも使用でき、今まで使用できなかった場面でも活躍する。

③Wエコ（灯油消費量削減）

エコ運転にて灯油暖房が消火した後、室温が下がった場合に
セラミックヒーターを単独運転することにより通常運転に比べて
灯油運転開始までの時間が長くなります。
結果、灯油の消費量を抑えることが可能となりエコにつながる。
且つ、電気運転を併用することによりCO2排出量が削減。

ハイブリッドエコ運転
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